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〈報 告〉

バスケットボール競技における 3 ポイントライン拡張による

シュート選択行動の変化

中嶽 誠

Change of the shot by three point line extension
in basketball

Makoto NAKADAKE

. 諸 言

1985年に 1 ゴールが 2 ポイントだけでなく，3 ポ

イントを認める画期的なルールの導入が行われた．

このルールは低身長のプレーヤーの得点機会を広げ

るものとして，また長距離シュートの華麗さを評価

するものとして注目された14)．そして，3 ポイント

シュートに関するゲーム分析に特化して論じた国内

の研究動向を見ると，石村ら6)は，全日本学生選手

権においてルール導入後，最初の 3 年間は 1 ゲーム

中，平均14.3本のシュート試投数が，3 年経過後20

本以上に多くなったと報告し，さらに武井ら13)は，

1985年のルール導入以降，1 試合平均試投本数は急

激に増大したと報告している．

3 ポイントシュート導入から25年を経て，2010年

に 3 ポイントラインが 50 cm 拡張され半径 6.25 m

から 6.75 m へと変更された．FIBA（国際バスケッ

トボール連盟）は「世界選手権などで，3 ポイント

シュートが簡単に入るようになってきたから」2) と

今回の改正理由を説明しているように，3 ポイント

シュートの難易度を高める狙いがある．一方，バス

ケットボールのルール改正は，世界最高峰といわれ

るアメリカのプロリーグ NBA（National Basketball

Association）の独自ルールに近づく傾向にある．

NBA の 3 ポイントラインの距離は 7.24 m であり，

今回のルール改正より約 50 cm 遠い．オリンピッ

クや日本国内で開催される大会は，FIBA が決定す

るルールが採用されており，今回 NBA の 7.24 m

に合わせなかった理由については，「アマチュアバ

スケの発展を考慮してのこと」11) と説明し，段階的

なルールの普及を考えている．

しかし 3 ポイントライン拡張はシュート技術向上

に時間が必要となり，当然，ルール改正後は 3 ポイ

ントシュートの試投数や成功数は低下するものと考

えられる．このことについて，比嘉ら5)は，日本プ

ロバスケットボールリーグ（以下 bj）におけるシ

ョット成績の分析，また金と大神7)は女子日本リー

グや Y 大学における 3 ポイントシュートの変化の

分析を行い，両者とも 3 ポイントシュートの成功率

の低下傾向を報告した．しかし，大学や高校のカテ

ゴリーにおけるトップ大会の詳細な分析報告は見ら

れない．

そこで本研究では，3 ポイントラインが設定され

てから初の改正となる 50 cm 拡張は，大学・高校

のトップの大会である全日本大学選手権（2011年適
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用）・全日本高校選手権（2011年適用）において 3

ポイントシュートの試投数・成功数は低下傾向を示

すという仮説を検証するとともに，ルール改正後初

の適用となる2012年ロンドンオリンピックについて

も調査し，その動向から将来的な方向性を検討する

ことを目的とした．

. 方 法

. 分析対象

ルール改正前後に行われた，次に示す 3 つのカテ

ゴリーの大会（男女別）を対象とした．

【カテゴリー◯全日本大学選手権（All Japan In-

tercollegiate Basketball Championship 以下 IC）】

2010年全日本大学バスケットボール選手権全試

合延べ64試合（32チーム)×男女

（ただし，この大会まで行われた 58 位決定

戦は除く）

2011年全日本大学バスケットボール選手権全試

合延べ64試合（32チーム)×男女

【カテゴリー◯全国高校選手権（Winter Cup All

Japan High School Basketball Tournament 以下 WC）】

2010年全国高等学校バスケットボール選手権全

試合延べ100試合（50チーム)×男女

2011年全国高等学校バスケットボール選手権全

試合延べ100試合（50チーム)×男女

【カテゴリー◯オリンピックゲーム（Olympic

Games 以下 OG）】

2008年北京オリンピック全試合延べ76試合（12

チーム)×男女

2012年ロンドンオリンピック全試合延べ76試合

（12チーム)×男女

. 分析方法

各大会ホームページ4)9)15)に掲載される公式記録

より，対象となる試合における総得点，3 ポイント

シュート（以下 3P)・2 ポイントシュート（以下

2P )・フリースロー（以下 FT）の試行数・成功数・

成功率を集計した．総得点並びに 3P・2P・FT の

試投数・成功数については，試合ごとの数値を全試

合合計して算出した．成功率についても，試合ごと

の成功率を合計し試合数で除して算出した．

男女別カテゴリーごとに，改正前後の総得点・

3P・2P・FT における 1 試合平均値および標準偏差

を算出し，ルール改正前後の平均値の差の検定は対

応のない t 検定を行った．有意水準は 5に設定し

た．

. 結 果

各カテゴリーのルール改正前後の平均値並びに標

準偏差を表 1（男子)・表 2（女子）に示した．総得

点では，WC 女子で改正前71.5点・改正後72.1点と

やや増加した他は，どのカテゴリーでも減少したが

全て平均値に有意差はなかった．

3P の試投数と成功数は，すべてのカテゴリーに

おいて減少が見られた．試投数では IC・WC の男

子（p＜0.01），IC・WC・OG の女子（p＜0.05），

成功数では IC・WC の男子（p＜0.01），IC・OG

の女子（p＜0.01），WC 女子（p＜0.05）において

有意差が認められた．3P 成功率については，WC

女子で改正前26.3・改正後26.4と有意差のない

増加が見られたが，他のカテゴリーは約 2以上の

減少傾向を示し，OG 女子（p＜0.05）のみ有意差

が認められた．OG 男子のルール改正後の 3P 成功

率は34.3であった．

一方，2P の試投数・成功数はすべてのカテゴ

リーに増加傾向が見られ，試投数では WC・OG の

男子（p＜0.01），IC 男女と OG 女子（p＜0.05）に

おいて有意差が認められた．また成功数は WC 男

子（p＜0.05）のみ有意差が認められた．2P 成功率

について WC 女子のみ増加し他は減少したが，す

べてにおいて有意差はなかった．

また FT の試投数と成功数は，IC・WC の女子は

増加し他は減少したが，いずれも有意差は認められ

なかった．FT 成功率は WC において，女子約 7

（p＜0.01），男子約 4（p＜0.05）増加し有意差が

認められた．しかし，改正前は男女とも約 61の

成功率であった．
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. 考 察

日本国内におけるカテゴリーに目を向けてみると，

3P はどのカテゴリーもルール改正前後で試投数・

成功数に有意に減少傾向が見られた．また 2P の試

投数・成功数はどのカテゴリーも増加傾向を示し，

WC 女子以外は有意であった．ルール改正により

3P よりも 2P を選択した可能性が示唆された．この

ことは，3 ポイントラインは選手がオフェンスする

上でフロアバランスを作る目安になっており，エリ

アが拡張することにより 1 対 1 のスペースが確保さ

れ，オフェンス能力の高い選手の有利性が発揮され

ていると推測される．さらに天田ら1)はルール改正

に伴う戦術対応について，制限区域近くにいる味方

選手に対しパスも入れやすくなり様々な戦術行動が

可能になると指摘している．したがって確率の高い

制限区域付近での 2P を選択してシュートを打って

いることが考えられる．そして倉石8)が，本来バス

ケットボールはゴール下のぶつかり合いが一つの醍

醐味であったと指摘しているように，このルール改

正によりゴール下付近の戦術を見直す必要性が示唆

された．一方，ディフェンス面からみると，エリア

拡張による攻撃側の有利性に対して，ボール保持者

を今まで以上に厳しく守る必要性が考えられる．ま

たゴール下付近では当然長身者が有利になるので，

より細かな対応が必要になると天田ら1)が指摘して

いる．例えば，3P を打つためにゴール下付近のプ

レーヤーへパスを入れて，ディフェンスをゴール下

へ寄せてから外側のプレーヤーにパスを返して 3P

を打たせる戦術が多く見られるが，ゴール下付近を

一人で守りきれない状況では当然ヘルプ（自分の相

手を離れて一時的にディフェンスを代わる技術）が

必要となり，安易にヘルプに行くとエリアが広がっ

た分，外側のプレーヤーがノーマークになる可能性

が高くなる．したがって 5 人のチームディフェンス

を見直し構築する必要性が考えられる．いずれにし

ても今回のルール改正は，長身者が有利になる可能

性が高く，オフェンス・ディフェンスともに戦術面

において大きな影響が見られていると推測される．

また，WC 女子の 3P 成功率をみると，改正前後

で同等の数値となった．さらに月刊バスケットボー

ルが WC 出場チームに実施したアンケート10)によ

ると，ルール変更に伴い練習メニューの変更・追加

があるかという問いに対して，男子30・女子16

がイエスであり 2 倍近い開きが見られた．このこと

は，3P が導入された際の国内ゲームにおける男女

比較において，女子の方がルール改正に早く対応し

ているという新井ら3)の報告と同様の傾向が見られ

た．

総得点について減少傾向は見られたものの有意差

が認めらなかった．つまり今回のルール改正によっ

て，どのカテゴリーにおいても総得点に変化が見ら

れず，3P の距離拡張に関わらず得点している結果

となった．また FT についても大きな差は認められ

なかったが，WC 男女において FT 成功率が有意に

増加した．FT はバスケットボールのゲームにおい

て，唯一相手に邪魔をされることなく打てるシュー

トであるが，他のカテゴリーと比較すると非常に確

率が低い．確実な得点方法として，FT の技術向上

を重視してきたと予想される．

最後に OG をみてみると，男子においては 3P の

試投数・成功数・成功率では有意差が見られなかっ

た．また，ルール改正後の成功率も高い数値を示し

た．これは，2010年改正後 2 年を経過しているので

ルール改正後の 3P はすでに対応してきたと考えら

れる．そして今後 3P の試投数・成功数・成功率は

増加すると推測され，NBA に近づきつつあるルー

ル改正において FIBA の狙いが 3P の難易度を高め

る方向であるならば，3P 距離拡張は今後も予想さ

れる．したがって新井ら3)が 7 m ラインからの練習

が必要となってきたと報告しているように，現在よ

りも遠距離のシュート技術獲得を視野に入れる必要

性が示唆された．一方女子は，3P 成功率が有意に

減少した．佐々木12)は 3P ルール導入後の国際大会

のゲーム分析の中で，3P の活用については国によ

り考え方に相違があるものと予想できると報告して

いるが，1976年モントリオールオリンピックで 5 位

入賞を果たした日本は，すでに 8 m シュートを練
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習していたとある8)．OG の女子のプレーヤーはワ

ンハンドシュートが主流となり，遠距離からのシ

ュート技術獲得には時間を要していることが推測さ

れる．

本研究では，公式記録により 3P の試投数・成功

数・成功率を中心に分析を行ったが，今後は練習量

の増加とともにどのカテゴリーも 3P の試投数・成

功数・成功率の増加傾向が予想されるので，これか

らの経過を追跡し検討していくことが必要である．

また，日本国内においてこのルール改正が採用され

ていない中学校のカテゴリーにおいては，2013年度

から導入され，さらに中学生男子のボールの大きさ

が一般・大学・高校と同じ大きさになるのでその影

響は注目されている．以上の点についても，今後は

継続して研究を重ねていきたい．

. 結 論

本研究は，3P 距離拡張のルール改正が大学・高

校におけるトップの大会であるIC・WC におい

て，その試投数・成功数は低下傾向を示すという仮

説を検証し，さらに2012年の OG を調査すること

で将来的な方向性を検討することとした．

その結果，大学・高校のカテゴリーにおいて，

ルール改正後には 3P の試投数・成功数は有意に減

少したことが確認された．また2012年に開催された

OG を検証すると，男子は 50 cm 距離拡張への対応

が進んでいることから，早く距離拡張に対応するこ

とはもちろん，将来的に 7 m 以上への距離拡張を

視野に入れて練習する必要性が示唆された．
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